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「この時代
じ だ い

こそ 

人々
ひとびと

の内なる 

鉱山
こうざん

から 

確固
か っ こ

不抜
ふ ば つ

の宝石
ほうせき

が 

明
あ

かされるべき 

時代
じ だ い

である。」 

―バハオラ
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確固
か っ こ

不抜
ふ ば つ

 

 沖縄
おきなわ

のまさに台風
たいふう

の季節
き せ つ

のころでした。今日
き ょ う

は台風
たいふう

のために学校
がっこう

が休
やす

みになって、子供
こ ど も

た

ちはとても喜んで
よろこ   

いました。高校
こうこう

の数学
すうがく

の先生
せんせい

であるお父さん
  とう   

も休
やす

みになって、お家
うち

にいる

ことになりました。家族
か ぞ く

そろって畳
たたみ

の部屋
へ や

に集ま
あつ  

りました。外
そと

で風
かぜ

がうなっているのを耳
みみ

に

しながら、皆
みんな

で熱い
あつ  

ココアを飲み
の  

、楽
たの

しい時間
じ か ん

が始まり
はじ    

また。 

「お話
  はなし

を聞く
き く

のに、もってこいの天気
て ん き

ね。」とモナが言い
い  

ました。 

「そうね、お話
はなし

を聞
き

かせて、お母
かあ

さん。」とシャラがお願
  ねが

いしました。子供
こ ど も

たちみんなが、 

期待
き た い

しながらお母
かあ

さんを見ました
み     

。お母
かあ

さんは微
ほほ

笑
え

みながら、みんなを見回
み ま わ

しました。 

「それでは、確固
か っ こ

不抜
ふ ば つ

というお話
はなし

はどうかしら？」とお母さん
か あ   

がみんなに尋ねまし
た ず     

た。「”

かっこ…ふばつ”？どういう意味？」とアニサが尋
たず

ねました。子
こ

供
ども

たちは互
たが

いに顔
かお

を見
み

合
あ

わ

せて、誰
だれ

も答
こた

えられませんでした。 

お母
かあ

さんが笑
わら

っ
っ

て、 

「それでは、まずはそのお話
はなし

をしましょう。そのお話
はなし

が終
お

わったら、誰
だれ

かが“かっこふば

つ”を説明
せつめい

できるでしょう。 

「むかし、むかし、ある島
しま

に小
ちい

さい女
おんな

の子
こ

が住
す

ん

でいました。」子供
こ ど も

とお父
とう

さんがくつろいでいると

ころでお 母
かあさん

さんが話
はな

し始
はじ

めました。 

「この話
はなし

は奇妙
きみょう

な島
しま

の話
はな

しでした。そこは、どこ
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とも行
ゆき

き来
き

がありませんでした。だれも何
なん

世代
せ だ い

もこの島
しま

を訪ねた
たず    

者
もの

はなく、その島
しま

から出た
で  

者
もの

もいませんでした。

本土
ほ ん ど

の人
ひと

は、その島
しま

が見
み

えるけど、その島
しま

へ行
い

こうとし

ても船
ふね

を沖
おき

にさらってしまうとても危険
き け ん

な潮
しお

の流れ
な が  

がありました。それだけでなく、誰
だれ

もが

その島
しま

が呪
のろ

われていると知
し

っていました。」 

「やった。カッコいい。幽霊
ゆうれい

の話し
はな  

だ。」とリアズが叫
さけ

びました。 

「いいえ、違
ちが

うのよ。」とお母
かあ

さんが笑
わら

って言
い

いました。 

「静か
しず

にして。リアズ、邪魔
じゃま

しないで。」とシャラが言
い

いました。 

シャラとリアズはいつもケンカばかりしています。 

「幽霊
ゆうれい

なんかいないのよ。でも、その島
しま

はとてもなんだか変
へん

なの

よ。その島
しま

に生
う

まれた人
ひと

はみんな生まれつき
う     

目
め

が見
み

えないのよ。」 

「あら、かわいそうに」とシャラがため息
いき

をつきました。モナと

アニサがそれに続
つづ

きました。 

「そこに住む
す  

人
ひと

は誰
だれ

も自分
じ ぶ ん

を可愛
か わ い

そうだと思って
おも    

いないのよ。誰
だれ

も目
め

が見
み

えるということを

考
かんが

えたこともありませんでした。彼ら
かれ  

にとって目
め

が見
み

えないのは当たり前
         まえ

でした。世界中
せかいじゅう

の

誰
だれ

もが自分
じ ぶ ん

たちと同じ
お な じ

と思って
おも    

いました。事実
じ じ つ

、彼
かれ

らは人間
にんげん

というのは自分
じ ぶ ん

たちだけだと信
しん

じていました。その島
しま

以外
い が い

はみんな海
うみ

だと思って
おも    

いました。世界中
せかいじゅう

、他
ほか

に何
なに

もないと。」 

「ワオ、それって変
へん

だな。」とアスマが言い
い  

ました。 
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「そうなの。」お母
かあ

さんは続けました
つづ       

。「この女
おんな

の子
こ

は奇妙
きみょう

なこの島
しま

に住
す

んでいたの。その子
こ

の名前
な ま え

はニーナというの。ニーナはその島
しま

の他
ほか

の人
ひと

よりちょっと違
ちが

っていました。彼女
かのじょ

は目
め

が見
み

えました。それからもう一人
ひ と り

、目
め

が見える
み   

老人
ろうじん

がいました。この人
ひと

は島
しま

の人
ひと

が病気
びょうき

にな

るとその病人
びょうにん

の治療
ちりょう

をしていました。みんなは彼
かれ

を”医者
い し ゃ

”と呼
よ

んでいました。島
しま

の人
ひと

は皆
みんな

、

ニーナとこの医者
い し ゃ

をとても賢い
かしこ  

と思
おも

っていました。というのは、この二人
ふ た り

は島
しま

の誰
だれ

も

知らない
し    

ことを知
し

っていたからでした。たとえば、遠
とお

くて聞
き

こえないのに誰
だれ

かがやって来
く

る

のが分かる
わ   

からでした。また、誰
だれ

かが失くした
な    

ものがどこにあるか、どんなに遠く
とお  

てもそれ

に触れないで
ふ     

、分か
わ  

るからでした。島
しま

の皆
みんな

は、このことがとても不思議
ふ し ぎ

でしたが、とても役
やく

に立
た

つ力
ちから

だと思
おも

いました。誰
だれ

も見える
み   

力
ちから

を理解
り か い

できませんでした。」 

「そうだね。見
み

えるって、誰
だれ

かに説明
せつめい

してごらんよ。出来る
で き  

かな？」とアスマが言い
い

ました。 

「そうよ。赤
あか

とか、青
あお

とか、緑
みどり

とか、どうやって説明
せつめい

するのよ。」とモナが付
つ

け加
くわ

えました。 

子供
こ ど も

たちみんな、一瞬
いっしゅん

その

ことを考
かんが

えました。それか

ら、お母
かあ

さんが話
はな

しを続
つづ

けま

した。 

「ニーナちゃんはこの

素晴らしい
す ば    

”力
ちから

”を持
も

って

いたけど、とてもさみしかっ

たのよ。 

というのは、物
もの

を失った
うしな    

人
ひと
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にはどこにあるか教え
お し  

て、皆
みんな

が聞いたり
き   

、感じたり
か ん    

する前
まえ

に何
なに

が起
お

きたか、教
おし

えてあげているのに子供
こ ど も

の一人
ひ と り

もニーナと遊
あそ

ん

でくれませんでした。子供
こ ど も

たちはニーナを恐
おそ

れていました。彼女
かのじょ

は不思議
ふ し ぎ

な”力
ちから

”があっ

たので、どんなゲームでも上手
じょうず

にできました。ニーナは、いつも物
もの

さがしに忙
いそが

しかったけ

ど、暇
ひま

な時
とき

は丘
おか

に登って
のぼ    

、海
うみ

を見たり
み    

、遠く
と お  

にある本土
ほ ん ど

を見
み

たりしていました。そこにこぢ

んまりとした小さな
ちい    

島
しま

を見つ
み  

けました。時々
ときどき

、そこの浜辺
は ま べ

で子供
こ ど も

たちが遊ん
あ そ  

でいるのを見
み

ま

した。ある日
ひ

、ニーナは子供
こ ど も

たちがかくれんぼをしているのを見て
み  

いる時
とき

、とてもおもしろ

いことに気付
き づ

きました。その島
しま

の子供
こ ど も

たちは彼女
かのじょ

と同じ
お な  

ように目
め

が見え
み  

たのです。ちょうど

彼女
かのじょ

のようでした。ニーナはとても興奮
こうふん

しました。そこに行
い

って、皆
みんな

と遊び
あ そ  

たくてたまり

ませんでした。彼女
かのじょ

は自分
じ ぶ ん

の村
むら

に走って
は し   

帰って
かえ    

、自分
じ ぶ ん

と同じ
お な  

ような海
うみ

の向こう
む   

の素晴らしい
す ば    

子供
こ ど も

のことを自分
じ ぶ ん

の家族
か ぞ く

や友達
ともだち

に話そう
は な   

としました。 皆
みんな

は彼女
かのじょ

のことを笑って
わら    

、”
 

ニー

ナ！”と叱りました
しか       

。
”

“ニーナ、海
うみ

の向
む

こうには何
なに

もないんだ。ここの島
しま

しかないんだ。

自分勝手
じ ぶ ん か っ て

にそう思
おも

っているんじゃない。人間
にんげん

は私たち
わたし   

だけだよ。私
わたし

たちの他
ほか

には誰
だれ

もいな

いんだよ。”」 

「かわいそうなニーナ。さびしかっただろうに・・・。」とシャラが言
い

いました。他
ほか

の子供
こ ど も

た

ちもうなずきました。 

「さて、」とお母
かあ

さんが話し
は な  

を続け
つ づ  

ました。 

「とてもおそろしいことがニーナの島
しま

でおこりました。最初
さいしょ

に目
め

の見
み

える老人
ろうじん

が重い
お も  

病気
びょうき

に

なりました。その人
ひと

は医者
い し ゃ

だったので、だれもその医者
い し ゃ

を治療
ちりょう

する人がいませんでした。そ



7 

 

れから、島の人々
ひとびと

は皆
みんな

どんどん病気
びょうき

になってしまいました。回り
まわ  

の皆
みんな

が病気
びょうき

になったので、ニーナは怖く
こわ   

なってきました。医者
い し ゃ

の

老人
ろうじん

が病気
びょうき

になったので、誰
だれ

も助
たす

ける医
い

者
しゃ

がいませんでした。ま

だ、少し
す こ  

元気
げ ん き

な大人
お と な

が集ま
あ つ  

って、どうしたらよいか話
はな

しあいました。ニーナは皆
みんな

が話
はな

しを

している所
ところ

に走
はし

って行って、言いました。”海の向
む

こうの村
むら

に行って、助け
た す  

てもらいましょ

う。お医者
い し ゃ

さんがいるかもしれません。”すると、その大人
お と な

たちは彼女
かのじょ

に向かって、叫
さけ

びま

した。“何を言っているんだ。そんな話には付
つ

き合
あ

っている暇
ひま

はないんだ。海の向こうには

何もないんだ。死
し

ぬしかないんだ。”ニーナは心配
しんぱい

して、悲
かな

しくなりました。医者
い し ゃ

の老人
ろうじん

の

ところに行って、目
め

に涙
なみだ

を浮
う

かべて、言いました。
”

“先生
せんせい

、教
おし

えて。私
わたし

、どうしだら良
よ

い

のかしら。海の向
む

こうに行って、助
たす

けを求
もと

めたいの。私には向こうに村
むら

が見えるのよ。でも、

誰
だれ

も私を信
しん

じてくれないのよ。みんなが正
ただ

しいのかしら。本当
ほんとう

に人間
にんげん

は私たちだけかしら？

私が見ているのは、本当
ほんとう

かしら？この島にはたくさんの人がいるけど、海の向こうには何も

ないと皆
みんな

が言っているの。私はほんの子供だから、私が正
ただ

しくて、皆
みんな

が間違
ま ち が

っていると言

えるかしら？”」医者
い し ゃ

の老人
ろうじん

は、よしよしと彼女
かのじょ

の手
て

をなでて言いました。「自分の正しいと

思
おも

うことを信
しん

じなさい。誰
だれ

がなんと言おうとも。島の浜辺
は ま べ

に行
い

きなさい。大きな木のところ

に自分
じ ぶ ん

が若
わか

いころに使
つか

っていた小
ちい

さなカヌーがある

から、それを使
つか

いなさい。カヌーを海に浮
う

かべる前
まえ

に

海に棒
ぼう

きれを浮
う

かべてごらん。その棒
ぼう

きれで潮
しお

の流
なが
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れを確
たし

かめなさい。昼間
ひ る ま

、ある時
とき

は一つ
ひ と  

の方向
ほうこう

に潮
しお

は流
なが

れるし、

反対
はんたい

の方向
ほうこう

に流れる時
とき

もあるんだ。棒
ぼう

きれが本土
ほ ん ど

に向
む

かっている

時は、海にカヌーを浮
う

かべて潮
しお

の流
なが

れに乗
の

って、漕ぎ
こ  

なさい。潮
しお

の流
なが

れはお前
まえ

を助けるでしょう。棒
ぼう

きれが本土
ほ ん ど

から離
はな

れるような

潮
しお

の流
なが

れなら、その流れがお前をどんどん沖
おき

のほうに流
なが

してしまうだろう。さあ、行
い

きなさ

い！行って助
たす

けを求
もと

めなさい。それが出来
で き

るのはニーナお前
まえ

だけだよ。」 

 その時、アニサは飛び上
と  あ

がって言いました。 

「やった！行け。行け。ニーナ。」他
ほか

の四人
よ に ん

の子供
こ ど も

たちが笑
わら

ってしまいました。 

「アニサ、お前はこの話にはまってしまったな。」とリアズがからかいました。 

お母さんが微笑
ほ ほ え

んで、話しを続
つづ

けました。 

「ニーナは、浜
はま

に向かって走
はし

りました。途中
とちゅう

で、たくさんの人が病気
びょうき

になっているのを見ま

した。その人たちを助
たす

けられるようにお祈
いの

りしました。浜
はま

に着
つ

いて、棒
ぼう

きれを見つけました。

出来るだけ遠
とお

くの海に投
な

げ入れました。………..その棒
ぼう

が本土から離
はな

れていくのを見て、ニ

ーナはがっかりして、泣き始
な   はじ

めました。もう一度
い ち ど

念
ねん

のためにもう一本
いっぽん

棒を海に投
な

げ入れまし

た。再
ふたた

びそれは本土から離
はな

れていきました。彼女は浜辺
は ま べ

に座
すわ

りこんで、わあわあ泣
な

きまし

た。とうとう浜辺
は ま べ

で、寝込
ね こ

んでしまいました。次
つぎ

の朝
あさ

、目
め

が覚
さ

めると棒きれをつかんで、海

に遠く投げ入れました。嬉
うれ

しいことにその棒はまっすぐ本土に向かいました。彼女はカヌー

を引き出
ひ  だ

して、それに乗り込
の  こ

んで、押
お

し出
だ

しました。その時、友達
ともだち

が浜辺
は ま べ

にやって来ました。
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皆
みんな

、ニーナが沖に出ようとするのが分かりました。皆は出来る限り
か ぎ  

のことをして、彼女を止
と

めようとしました。海に出
で

たら、彼女はきっと死
し

ぬだろうと言い続けました。 

”海の向こうは死の他
ほか

はなにもないよ。皆
みんな

知
し

っているように。”と皆
みんな

に言いました。友だ

ちが叫
さけ

んでいるのを聞
き

かずに、彼女はそれを振
ふ

りきって、カヌーを海に押
お

し出
だ

して、乗
の

り込
こ

みました。カヌーにはオールがあって、それを使いました。最初
さいしょ

はうまく漕
こ

げなくて、カヌ

ーはぐるぐる回
まわ

ってしまいました。とうとう漕ぎ方
こ   かた

が分かってきました。左
ひだり

にひとつ、右
みぎ

に

ひとつと漕
こ

いでいきました。潮
しお

の流
なが

れも本土に向かっていく彼女を手伝
て つ だ

いました。本土の

海岸
かいがん

に到着
とうちゃく

すると、彼女を遠く取り巻
とお  と   ま

いていた皆は、不思議
ふ し ぎ

な島から来た女の子を見て驚
おどろ

きました。ニーナは自分
じ ぶ ん

の島の人が病気
びょうき

で、助けが必要
ひつよう

だと話
はな

しました。一人
ひ と り

の医者
い し ゃ

と他
ほか

の

人が、彼女の島にやって来て、手伝
て つ だ

いました。ニーナの確固
か っ こ

不抜
ふ ば つ

の態度
た い ど

のおかげで、島
しま

全体
ぜんたい

が助
たす

かりました。皆
みんな

が見えてないことで起
お

きたことから、彼ら
か れ  

を助
たす

けることができました。 

お母さんの話しが終
お

わると子供
こ ど も

たちは拍手
はくしゅ

しました。 

「さて、誰
だれ

が”確固
か っ こ

不抜
ふ ば つ

”の説明
せつめい

ができるかしら？」とお母さんがたずねると子供たちは互
たが

いに顔
かお

を見合
み あ

わせて、また、お母さん

の方
ほう

を見ました。 

お母さんは微笑
ほ ほ え

んで、言いました。確固
か っ こ

不抜
ふ ば つ

はね、他
ほか

の人が言うことよりも

自分
じ ぶ ん

が正しいと思っていることを固
かた

く
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信
しん

じることなのよ。ニーナは自分
じ ぶ ん

が信
しん

じていることをして、他
ほか

の人を助
たす

けたの。彼女は他
ほか

の

人が持
も

っていない能力
のうりょく

を自分
じ ぶ ん

が持っていると知
し

っていました。他
ほか

の人が止め
や  

させようとし

てもやり遂
と

げました。」 

「お母さんどうやったら、私たちが正しいと分かるの？時々
ときどき

、他の人に分かってもらえない

時
とき

があるのに。」とモナが尋
たず

ねました。 

「だから、私たちには神
かみ

の顕示者
けんじしゃ

がいらっしゃるのだ。」と今
いま

までずっと黙
だま

って聞
き

いていた

お父
とう

さんが付
つ

け加
くわ

えました。 

「この偉大
い だ い

な先生
せんせい

たちが、何
なに

が正
ただ

しいかを教
おし

えてくれるんだ。この先生
せんせい

たちが基準
きじゅん

だよ。正
ただ

しいか、正しくないか分かるのは。」「神
かみ

の顕示者
けんじしゃ

の名前
な ま え

を言える？」とお母さんが尋
たず

ねまし

た。 

「キリスト、お釈迦
し ゃ か

さま、モーゼ、モハメッド、クリシュナ、ゾロアスター、バブ、バハオ

ラ」と子供
こ ど も

たちはいっせいに叫
さけ

びました。お母さんが、次
つぎ

の言葉
こ と ば

を教
おし

えました。 

「この時代
じ だ い

こそ、人々
ひとびと

の内
うち

なる鉱山
こうざん

から確固
か っ こ

不抜
ふ ば つ

の宝石
ほうせき

が明
あ

かされるべき時代
じ だ い

である。」お

母さんがそれを言って、一人一人
ひ と り ひ と り

のところに行きました。それから皆
みんな

の胸
むね

に触
ふ

れて、皆
みんな

の

心
こころ

から宝石
ほうせき

を取り出す
と  だ  

ようにしながら、

それを見て、微笑
ほ ほ え

んで元
もと

に戻
もど

す仕草
し ぐ さ

をし

ました。 
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クイズ 

 

１． 子供
こ ど も

たちの学校
がっこう

が休みになったのは何故
な ぜ

でしょうか？外
そと

で何が起
お

きたのでしょう

か？__________________________________________________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_ 

２． お母さんのお話
はなし

の中
なか

の島は何が変
へん

なのでしょうか？ 

___________________________________________________________________________ 

３． ニーナが悲
かな

しくて、さびしかったのは何故
な ぜ

でしょうか・ 

___________________________________________________________________________ 

４． どんなひどいことが島で起
お

きたのでしょうか？ 

___________________________________________________________________________ 

５． 人々
ひとびと

を助ける
たす    

というニーナの考
かんが

えは何
なん

だったでしょうか？ 

___________________________________________________________________________ 

６． ニーナは友達
ともだち

の言うことを聞
き

いて本土
ほ ん ど

に行くのを止
や

めたでしょうか？ 

___________________________________________________________________________ 

７． ニーナは本土へ安全
あんぜん

に行くのにどうしたでしょうか？ 

___________________________________________________________________________ 

８． 確固
か っ こ

不抜
ふ ば つ

とはどういう意味
い み

でしょうか？ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

９． 私たちの心
こころ

の中
なか

に何
なに

を持
も

つべきでしょうか？ 

________________________________________________________ 

 

 

どうでしたか？全部
ぜんぶ

答え
こた

られましたか 

答
こた

えは保護者
ほ ご し ゃ

のページのお話
はなし

のあとにあります。 
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ぬり絵
え

 

 aから b へ…. 

     bから cへ…. 

点
てん

を全部
ぜ ん ぶ

つないで絵
え

を完
かん

成
せい

してみましょう。 

 

 

a b c d e f g h i j k l m n o p q r s t u v w x y z 
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工作
こうさく

 

準備
じゅんび

するもの 

好き
す

な色
いろ

の色
いろ

模造紙
もぞうし

一枚
  まい

Ａ４ 

アルミフォイル一枚
まい

、ハートの大きさ１５㎝×１５㎝位
くらい

より大きめ 

はさみ、のり 

百円
ひゃくえん

ショップのプラスチック宝石
ほうせき

を数個
す う こ

 

作り方
つく  かた

 

１ 色
いろ

模造紙
もぞうし

の上部
じょうぶ

または下部
かぶ

に２ページの引用
いんよう

文
ぶん

を鉛
えん

筆
ぴつ

書
が

きし、筆
ふで

ペンでな

ぞる。 

２ アルミフォイルを２０㎝位
くらい

切り出し
き り だ し

、縦
たて

半分
はんぶん

に折る
お る

。 

 それを縦
たて

１５㎝位
くらい

の人
ひと

の耳
みみ

の形
かたち

に

切
き

り取
と

る。折りたたんで
お     

いるのを開く
ひら  

とハート
は ー と

の出来上がり
で き あ   

。 

３ ハートを色
いろ

模造紙
も ぞ う し

の上にのり付
づ

け

し、プラスチック宝石
ほうせき

をハートにのり

付
づ

けする。 
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みんなの写真 
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保護者のページ 

 

「確固不抜」の物語のポイントは、「他の人が知覚できないことを、あ

なたは知覚して理解する能力がありますよ。」と子供たちに教えることで

す。普通の人がアインシュタインの講義の聴衆にいたら、その人はぼさぼさの

髪で不格好な身なりの老人が黒板に何やら書いている位にしか理解しないでし

ょう。もし、そこに数学者がいたら、その人はアインシュタインの知性の素晴

らしさに驚嘆して、全くその姿には目もくれないでしょう。私たちが価値ある

ことを理解する能力があると分かっていたら、他の人がそうでないからと言っ

て、それを私たちに影響させてはいけません。私たちの周りの多くの人は神の

存在や神の顕示者についての考え方を理解しません。何かその人たちの視野を

遮るベールがあって、その人たちが理解する能力がないなら、私たちが周りに

対してどう行動してどのような態度を取るかは、それに影響させてはいけませ

ん。 

たとえば、地上での短い時間が私たちの唯一の存在ではなく、死後の生が存

在し、その未来の存在のために、この世で美徳と精神性を得て、準備しなけれ

ばいけないと確信しているなら、私たちの周りの人たちは、おそらく自分の家

族でさえも、この考えを理解しませんが、私たちがどう生きるかは、それに影

響させてはいけません。 

私たちが存在する目的は人類への奉仕と、神へ近付いていくことです。もと

もとこれが人間の本質で本性だと私たちは理解しています。今の世界では多く

の場合、これらの大切な考えを理解しようとしません。人類の未来を背負う子

供たちが、これらの考えを理解して確固不抜で行

動するように準備するのを手伝う責任が私たち

にあります。 

 

 

 

 

 

 

クイズの答え 

１）台風が来たから。２）皆生まれつき目が見えなかった。３）誰も遊んでくれなかった。４）島の人が皆病気になっ

た。５）本土の人々に助けを求めるという考え。６）いいえ。７）海に棒きれを投げて潮の流れを調べた。８）理解し

ていることを固く信じて守る。９）確固不抜の宝石。 
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